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要 旨
本研究では，ストレッチ前のオリエンテーション内容がストレッチ中の不安感や疼痛に与える影響について
検討した．
対象は健常成人 名（男性 名，女性 名，年齢 歳）である．
実験手法はクロスオーバーデザインを採用した．対象は無作為に次の 群に分類した． 回目に具体的情報
を含まないオリエンテーション， 回目に具体的情報を含めたオリエンテーションを行う 群（ 名）と，
回目に具体的情報を含めたオリエンテーション， 回目に具体的情報を含まないオリエンテーションを行う
群（ 名）である．ストレッチ終了後，不安感，痛みの程度を を用いて評価した．
回目のストレッチで具体的情報を含まないオリエンテーションを行った 群に比較し，具体的情報を含
めたオリエンテーションを行った 群において不安感は有意に低値を示した．痛みについては群間で差を認
めなかった．ストレッチング 回目間における不安感の変化を見た場合， 回目に具体的情報を含めたオ
リエンテーションを行った 群において不安感は有意に減少した．一方， 群では有意な変化は認めなかった．
本研究結果から，具体的情報を含むオリエンテーションは，ストレッチ時の不安感を低減する上で有効なも
のと考えられた．
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【はじめに】
関節可動域訓練時の疼痛は対象者にとって不快な
刺激であり，しばしば訓練に対するコンプライアン
スを低下させる．さらに，疼痛は防御的な筋スパズ
ムを誘発することで，関節可動域訓練の阻害要因と
もなる．通常，疼痛閾値は不安感が強い場合に低下
することが知られており ），看護領域などでは術前
のオリエンテーションによって，手術前後の不安感
が軽減することや，不安感の大きな症例で術後の疼
痛の訴えが大きいこと，不穏状態に陥る患者が多い
ことが報告されている ）．
当然理学療法現場では，前もって訓練内容につい
てのオリエンテーションを行うが，オリエンテー
ションの中に，どのような具体的な内容を含むべき
か，またオリエンテーションがどの程度の不安の軽
減，疼痛軽減効果を持つのかについては検討されて
報告
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いない．
本研究では，ストレッチ前のオリエンテーション
内容が不安感やストレッチ中の疼痛に与える影響に
ついて検討した．
【方法】
対象は両下肢に整形外科的疾患を有しない膝窩角
が 度未満の健常成人 名である．男性 名，女
性 名，年齢 歳であった．対象者には，
研究の目的と内容を説明し，同意を得た後に実施し
た．
実験は表 に示す手順で行った．検者は，膝窩角
の測定とストレッチを行う者と，オリエンテーショ
ンを行う者の 名である．ストレッチを行う検者は，
被験者 名とは面識のない者であった．
対象は無作為に 群に分類した．すなわち 回目
に具体的情報を含まないオリエンテーション， 回
目に具体的情報を含めたオリエンテーションを行う
群（ 名）と，反対に 回目に具体的情報を含め
たオリエンテーション， 回目に具体的情報を含ま
ないオリエンテーションを行う 群（ 名）である．
具体的情報を含まないオリエンテーションは こ
れからあなたの足のストレッチを始めます．頑張っ
てください． という内容である．具体的情報を含
んだオリエンテーションは これからあなたの足の
ストレッチを始めます． 秒間のストレッチングを
セット行います．途中痛みが出て我慢できなく
なったらすぐに中止しますので，その時は もうだ
めです と言って教えてください． という内容で，
持続時間，反復回数，疼痛が出現した際の対応方法
に関する具体的情報を含めた．オリエンテーション
は，直接口頭で伝えるのではなく，内容をテープに
録音し，ストレッチングを実施する部屋とは別の部
屋で 回目， 回目のストレッチング前に流した．
ストレッチはハムストリングスに対して図 に示
す方法で実施した． 回目のオリエンテーション後
のストレッチは右足に， 回目のオリエンテーショ
ン後のストレッチは左足に実施した．ストレッチン
グ時には，アニマ社製 を手掌に把持し，
左右とも同じ矯正力になるよう調節した．ストレッ
チ前には，膝窩角の測定を実施した．
手順 が終了した後で， 回目， 回目のス
トレッチング時の不安感，痛みの程度を
（以下 と略す）を用いて評価した．
また，ストレッチを受ける際の感想について自由に
記述してもらった． ─ 回目のストレッチ間には，
分間の休憩を挟んだ．
分析方法としては，マン・ホイットニー検定と
ウィルコクソン符号付順位和検定を使用し，危険率
％未満を有意と判断した．
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表 実験手順
．被験者への実験内容の説明（テープ）
．左右膝窩角の測定
． 回目のオリエンテーション（テープ）
．ストレッチング（左下肢）
． 回目のオリエンテーション（テープ）
．ストレッチング（右下肢）
．アンケート調査
図 ストレッチ実施場面
【結果】
群の年齢は 歳，膝窩角は右 度，
左 度であった． 群の年齢は 歳，
膝窩角は右 度，左 度であり， ，
群間に有意差は認めなかった．
回目のストレッチングの不安感を比較した場
合，具体的情報を含まないオリエンテーションを
行った 群に比較し，具体的情報を含めたオリエ
ンテーションを行った 群において不安感は有意
に低値を示した．一方，痛みについては ， 群
間で差を認めなかった（図 ）．
ストレッチング 回目， 回目における不安感の
変化を見た場合， 群において 回目に比較し，
回目で不安感は有意に減少した．一方， 群では，
， 回目で有意な差は認められなかった（図 ）．
ストレッチング 回目， 回目における痛みの変
化では， ， 群ともに痛みの変化は有意ではな
かった．しかし， 群においては 回目で痛みが
強かった症例のほとんどに痛みの改善を認めた（図
）．
【考察】
今回，ストレッチ場面におけるオリエンテーショ
ン内容が対象者の不安感，痛みに与える影響につい
て検討した．
回目の不安感は，具体的情報を含まないオリエ
ンテーションを行った 群に比較し，具体的情報
を含めたオリエンテーションを行った 群におい
て有意に低値を示した．また， 群でも，具体的
情報を含めたオリエンテーションを行った 回目に
おいて不安感は大きく低下した．いずれも具体的な
情報を含めたオリエンテーション後のストレッチに
おいて不安感が低値を示したことから，これらの要
素を含んだオリエンテーションは，ストレッチ時の
不安感を軽減するものと考えられた．痛みを軽減さ
せる方法を知っている場合，不安感や痛みの感覚は
より小さくなることが報告されている ）．持続時
間や反復回数，疼痛が出現した際の対応方法に関す
る情報は，どうなれば痛みがなくなるのかという情
報に相当すると考えられ，このことが不安感の軽減
につながったものと考えられた．杉山ら ）は，明確
なポジティブルールが提示された場合，好ましい（痛
みが除去されるという）刺激への接近が強化刺激と
なり，行動を維持すると述べている．目標とする時
間・セット数あるいは終了の条件など明確な条件提
示が疼痛を伴うトレーニング行動を維持する上で有
効に機能するかもしれない．
群では不安感の変化を認めなかった． 群で
不安感の変化を認めなかったことは，具体的情報を
含むオリエンテーションによって不安感が 回目か
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図 回目ストレッチングにおける不安感と痛み
図 不安感の変化
図 痛みの変化
ら低かったことが影響したものと考えられた．
ストレッチング 回目， 回目における痛みの変
化は， ， 群ともに有意ではなかった．しかし，
具体的情報を含まないオリエンテーションを 回目
に受けた 群の中で，疼痛が強かった対象者は具
体的情報を含めたオリエンテーションを行った 回
目において疼痛は大きく軽減した．同一強制力でス
トレッチしているのにもかかわらず，疼痛が減少し
たこと，また 群では疼痛に大きな変化がなかっ
たことは，具体的情報を含めたオリエンテーション
が疼痛に対して何らかの影響を与えた可能性があ
る．また， 群の中で 回目のストレッチ時に不
安感が増大した 名の対象者は，感想の中で，オリ
エンテーションのなかに 途中痛みが出て我慢でき
なくなったら との文章があったために不安感が増
大したと答えた．疼痛は侵害刺激の強さが同一で
あっても，不安などによって疼痛閾値が低下すると
容易に生じるようになる ）．このことは 群にお
いて有意な疼痛の減少を認めなかった一つの原因と
考えられた．よって，オリエンテーションの疼痛に
関する表現については再検討される余地がある．
【結語】
オリエンテーション内容の違いによって，スト
レッチの際の不安感に有意な差を認めた．以上のこ
とから，事前のオリエンテーション内容は患者の不
安感を軽減する上で重要なものと考えられた．
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